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（アジアからの観光客を誘致する上でのポイント） 

これまで、アジアから日本の各地域への人の流れについて、特に観光客の誘致という

観点からみてきた。これまでのところを整理すると次のようになる。 

 

(1)中国からの観光目的の訪日客数が依然として韓国・台湾より少ない一方で、彼らの日

本観光への関心が高く、しかも、受け入れ側である我が国が個人観光ビザの要件緩和

に取組んでいることから、今後も中国から日本への観光客数が増加することが見込ま

れる。 

 

(2)上述の調査に示されるように中国からの訪日観光客の日本の温泉や自然への期待は

高い。このことから、今後、日本の自然といった買物以外の魅力をアピールすること

が中国からの観光客を新たに誘致する上でのポイントになるのではないか。そのよう

に考えると、現時点ではまだ中国からの観光客が少ない北海道、九州などにも大いに

チャンスがあるものと思われる。 

 

(3)ＡＳＥＡＮ、インドといった国々は、現在、アジアからの訪日客数の約 15％程度を

占めるに過ぎない。しかし、これらの国々は高い経済成長率を誇っていることから、

こうした国々からの訪日客数の伸びをいかに高めるかも課題である。ただ、韓国をは

じめとする４か国・地域に比べると、インドなどは地理的に遠いというデメリットが

ある。デメリットを上回る魅力として何を訴えるのか。韓国等４か国・地域からの観

光客を惹きつけている電気製品等の買物や、温泉等の自然といった既にある考え方を

基に観光客を増やすことを考えるのか、それともこれ以外の新たな切り口により訪日

客を誘致するのかを考える必要がある。 

 

３ アジアからの訪日客誘致のための地域における取組 

 

（アジアからの観光客誘致にむけた地域の取組例） 

 ここでは、アジアからの観光客誘致の取組をいくつか紹介する。ただし、現実に成功

している事例ばかりでなく、取組を開始したばかりでその成果がこれから現れてくる事

例も含まれていることに注意が必要である。 

 

（ケース１）医療ツーリズム 

医療ツーリズムとは、観光地にて人間ドック等の検診や医療行為を受けるツアーであ

る。すでに世界約 50カ国で行われており、市場規模も年々拡大傾向にある。日本政策投

資銀行の報告書によると、医療ツアーが行われる目的には様々なものがあるが、中でも
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「最先端医療を受ける」「より質の良い医療を受ける」といった目的が全体の７割を占め

ており、「低コスト」は全体の７％に止まっている。日本でも、特に東アジアの富裕層を

ターゲットに、良質、最先端の医療を提供して、観光客を誘致していこうという試みが

始まっている。 

例えば、栃木県の鬼怒川温泉では、医科大学が中心となり、温泉との連携をとって、

人間ドック受診を希望する外国人観光客の受け入れの体制整備に取組んでいる。この医

科大学は中国の富裕層をターゲットに温泉と医療を組み合わせたツアーを開発し、ツア

ー後の医療フォローをするために、中国の大学病院とも提携している。 

ただし、医療ツーリズムの受け入れ実績では、官民を挙げて取り組んでいるタイやシ

ンガポールが先行している。こうした現状の中で実績を上げていくためには、医療目的

の旅行者にいかなる点をアピールすべきかを考える必要がある。 

 

（ケース２）スクリーンツーリズム 

スクリーンツーリズムとは、映画やドラマを通じて、その視聴作品の撮影に使われた

現場を訪れるツアーである。これまでにも、中国で 2008 年に公開された映画において北

海道の道東地区がロケ地に採用されたことから、その映画を見た中国からの観光客がそ

のロケ地に大勢訪れるようになったということがあった。また、秋田でも、2009 年に韓

国ドラマのロケ地に選ばれ、韓国からの観光客が多く訪れている。 

この流れに乗って、いくつかの自治体では積極的にロケ地誘致が行われている。鳥取

県では、2010年 12月から現地で放送される予定の韓国ドラマのロケ地に選ばれており、

国内外からの観光客誘致に活かそうとしている。静岡でも、中国ドラマの撮影ロケ地の

誘致に成功している。 

 

（ケース３）台湾のサイクリングブームを受けた広島県の取組 

 広島県では、台湾でのサイクリングブームに着目して、瀬戸内しまなみ街道（広島県

尾道市～愛媛県今治市）の島巡りサイクリングをＰＲして台湾からの観光客を誘致して

いる。その結果、2010 年６～７月の広島－台北便の乗客数が約２倍に増え、2010 年８月

からは広島－台北の定期便が週１便増便された。 

 

（ケース４）青森県の地吹雪体験 

 青森県五所川原市ではユニークな体験を売りにしたツアーを企画し、好評を博してい

る。降り積もった雪が強風により舞い上げられる厳しい環境の中をただ歩くというもの

であるが、これが近年、雪の降らない台湾や香港からの観光客に人気を呼んでいる。 

 



 44

（事例から導かれる観光客誘致に向けた新たな考え方） 

以上の事例の中から浮かび上がってくる今後の観光客誘致にあたってのヒントを整理 

してみたい。 

 

アジアの多くの国々で今後高齢化が進むことが予想される中で、「医療・健康」はアジ

ア共通のキーワードであることがこれまでも言われてきた。これを踏まえて、最先端の

技術といった日本の強みを活かして観光客を呼び込もうという取組が上記ケース１の医

療ツーリズムである。日本の強みということであれば、他にもアニメなどのソフトコン

テンツを観光に活かす戦略もある。また、日本の環境技術は世界的に高い水準にあると

いわれているが、それを実際に見せる工場ツアー、企業ツアーといったものも考えられ

る。日本の強みは多くの地域においても強みである。したがって、この切り口で成果を

あげるためには、似たような取組を行う他の地域と競合することにもなる。このため、

行政や市民だけで取り組むのではなく、病院、企業、大学等の他の経済主体との連携も

必要となってこよう。 

 

ケース２やケース３は、アジアのブームに乗った取組といえる。この場合、ブームと

いう性格上、一過性に終わってしまう危険性もある。それでも、何もなければアジアか

ら人を呼び込むことは困難であるので、そのきっかけを作るという意味では新たな切り

口となりうる。観光はサービス業であり、「ブームに合わせる」ということは、アジアの

人々が求めるサービスと地域の取組をマッチさせるということでもある。日本もアジア

の一員であり、感性の面で共通する点も多いことを考えると、今後も思いがけない成功

事例が出てくるかもしれない。例えば、日本はＣＯＰ１０の会合で里山の再生を提案し

たが、アジアの著しい成長の中でアジアの自然が失われつつあるとすれば、「里山ツアー」

といったものがアジアの人々の感性に訴えることがあるかもしれない。 

 

ケース４は、他のアジアの国々にはあまりない日本独自の気候や自然をアピールする

取組である。ＡＳＥＡＮ諸国やインドといった国々を念頭におけば、四季に恵まれた我

が国ではこの切り口からも多くのチャンスを見出せるかもしれない。例えば、満開の桜

などはアジアで更にアピールしても良い。また、韓国、台湾などそもそも地理的に近い

国・地域だけではなく、地理的に日本からより遠い国にもアピールすることを考えると、

ビジネスでの訪日と組み合わせて、このような日本独自の気候・自然を楽しんでもらう

ことも考えられる。 
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４ 外国人観光客誘致のための地域共通のインフラのあり方 

 

（観光客誘致に必要とされる共通のインフラ） 

 地域が外国からの観光客を誘致する上で必要と考えられているインフラがある。一般

的には、それを欠いた場合、地域の取組にかかわらず、その効果は十分にあがらないと

考えられている。ここでは、その例として、地方空港と観光に関する情報発信とを取り

上げ、検証してみたい。 

 

（地方空港の役割） 

 地域がアジアから観光客を増やそうとするのであれば、アジアの多くの都市と当該地

域を結ぶ地方空港があることは有利であると考えられがちである。しかし、問題は、空

港の維持には多額の財政負担を必要とすることであり、負担に見合った効果が実際に期

待できるのかという点である。実際には、空港はありながら、十分に活かされていない

空港が多いのが現状である 

 

例えば、現在、日本国内に存在する地方空港の国際線就航状況（2010 年夏期当初スケ

ジュール）をみてみると、日本国内の各地方空港は、韓国や台湾を中心とした外国都市

と結ばれている。特に九州の福岡空港は 18都市、北海道の新千歳空港は９都市と結ばれ

ている（第２－１－７図）。しかし、多くの地方空港は２～３の都市としか結ばれておら

ず、中には１都市だけという空港もある。そして大半の空港が赤字となっている。 

 

 そもそも、空港があるからアジアからの訪問客が増えるというものではない。空港が

利用されるには、空港を利用するだけの価値がなければならない。まずは、各地域がア

ジアの人々を惹きつけるだけの魅力をもつ必要がある。魅力さえあれば、地方空港があ

ればそれを利用するようになるであろうし、もし地方空港がなければ、成田や羽田など

を経由して来日し、当該地域へは国内交通機関を使って訪れることになろう。 

 

（訪日者が必要とする観光に関する情報発信のあり方） 

 日本に降り立った外国人は、観光地で観光をするにしても、国内を移動するにしても、

食事をするにしても、情報を必要とする。それも、自分が理解できる言語による情報を必

要とする。 

韓国、台湾、中国、香港の４か国・地域の訪日客に対して、日本滞在中にあると便利な

情報の内容を尋ねた調査によれば、交通手段に関する情報を求める割合が高く、韓国を除

く台湾、香港、中国では50％を超えている（第２－１－８表）。次いで、宿泊施設、観光

施設に関する情報のニーズが高い。韓国からの訪日客は他国と比べて日本で望む情報はい 



ソウル：１４便 上海：４便

ソウル：３便

ソウル：４便
青森空港 1社ソウル：３便

秋田空港 1社

ソウル：３便 上海：２便 大連：３便
ウラジオストック：１便

ソウル：３便 上海：２便

富山空港（4都市9便） 4社

ソウル：７便 上海：７便
北京：３便（大連経由） 大連：３便（北京行） グアム：２便

岡山空港（5都市22便） 3社

ソウル：３便 上海：２便

ソウル：３５便 釜山：２８便 済州：３便
北京：１１便（うち大連経由７便、青島経由４便）
大連：１１便（うち北京行７便） 青島：４便（北京行）
上海：２１便 広州：３便 瀋陽：２便
台北：２１便（うち香港行７便） 香港：７便（うち台北経由７便）
シンガポール：５便 バンコク：５便 マニラ：５便
ホーチミン：２便 ハノイ：２便 グアム：７便 武漢：７便（上海経由）

福岡空港（18都市179便） 14社

上海：２便 ソウル：２便

長崎空港（2都市4便） 2社

ソウル：３便
大分空港 1社

ソウル：２便
熊本空港 1社 ソウル：３便 上海：２便

台北：１４便 香港：７便

那覇空港（4都市26便） 4社

ソウル：７便 上海：７便
北京 ：５便（大連経由）
大連 ：８便（うち北京行５便）
台北 ：５便 グアム：２便

広島空港（6都市34便） 6社

ソウル：３便 上海２便
鹿児島空港（2都市5便） 2社

ソウル：７便 釜山：３便
香港 ：８便 上海：４便
北京 ：２便 大連：２便
台北 ：１４便 グアム：２便
ユジノサハリンスク：１便

新千歳空港（9都市43便） 10社

静岡空港（2都市18便） 3社

ソウル：３便

函館空港 1社

福島空港（2都市5便） 2社

地方空港２４空港において
週４３６便の定期国際旅客便が就航
就航都市数：２３都市

ソウル：４便 上海：４便 台北：２便

小松空港（3都市10便） 3社

ソウル：３便

米子空港 1社

ソウル：７便 上海：２便
ハルビン：４便
ウラジオストック：１便
ハバロフスク：１便
グアム：２便

新潟空港（6都市17便） 5社
ソウル：７便 台北：２便 長春：２便
北京：５便 （うち大連経由２便、上海経由３便）
大連：２便（北京行） 上海：３便（北京行） グアム：２便

仙台空港（7都市23便） 5社

ソウル：３便 台北：２便

宮崎空港（2都市5便） 2社

松山空港（2都市5便） 2社

ソウル：３便

高松空港 1社

北九州空港 1社 ソウル：７便

茨城空港 1社

2010年夏期当初の定期旅客便数。
便数は週当たりの往復便数。経由便の場合、経由地も１便としてカウント。
就航都市数には経由地も含む。

第２－１－７図 地方空港の国際線就航状況
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